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医療現場の課題
多職種でカンファレンスを実施し、患者の治療・ケア、

今後の方針などについて話し合う場を設けている。

・患者の死後にこれまで行ってきた治療やケア、意思決定支援について

多職種で振り返り、評価を行う機会を設けているケースは少ない。



多職種で行う
ビリーブメントカンファレンス

遺族を招いて

＊写真は参加者の同意を得たうえで撮影を行わせて頂いています。

2016年～

2017年～



デスカンファレンス

デスカンファレンス

デス ⇒「死」
日本語 ⇒「死会議」 ビリーブメント⇒死別

⇒ ビリーブメントカンファレンス



日本

「グリーフケア(grief care)」

国際的

「ビリーブメントケア (bereavement care) 」

死別後の遺族支援

同義語として用いられる



ビリーブメントカンファレンス

患者との死別後に行うカンファレンス

看護師

多職種看護師

遺族を交えて実施

遺族



期間：2017年7月～2024年10月

遺族を交えて

医療者のみ

22

17

n=39

ビリーブメントカンファレンスの実施状況



京都新聞

2021年 日本透析医学会学術集会 取材演題

2023年

2023年 tetote



～田辺三菱製薬医学教育助成～

東京会場 IN 順天堂大学 セミナー光景



ビリーブメントカンファレンスの構成員

患者・家族に関わった職種を選定



遺族を交えた
ビリーブメントカンファレンス

亡くなられた患者の治療・ケア、関わりを振り返り、

質の高い治療・ケアの提供に繋げる。

・治療やケアに関わった多職種の方針・考えの違いを共有し、

チーム医療の質を高める。

・患者・家族の理解を深める。

・ACP、SDMなど意思決定支援の振り返り。

目的①



遺族を交えた
ビリーブメントカンファレンス

ビリーブメントケア（グリーフケア）

語り合うことで心残りや無力感、悲しみ、心の傷などを
共有し悲嘆からの回復をサポートすることを目的とする。

目的②

医療者及び遺族の双方のケア



A氏

妻

長
女

次
女

キーパーソン

脳幹出血 高次脳機能障害
A病院

B病院

当院
回復期リハビリ病棟に

５ヵ月間入院
退院後は外来通院

救急搬送

透析導入

脳幹出血

リハビリ目的で転院

A氏 50代男性（働きながら夜間透析を受けていた)

事例１



透析中、体動が激しく危険なため
透析を途中で中断、終了することもあり

付き添いは亡くなられるまでの2年半の間 継続

脳幹出血後

妻が4時間の透析中ベッドサイドで付き添い
高次脳
機能障害



B病院

当院
20○○年○月△日
肺炎を発症。呼吸器科より入院を勧められる。
妻は抗生剤の点滴と内服での外来治療を希望し、
入院せず帰宅。

翌朝、妻が氷枕を交換しようと際に、呼吸停止
していることに気づき救急要請し、B病院へ搬送。
心静止、呼吸停止、瞳孔散大していたが蘇生により、
心拍再開

脳死状態であったが妻は延命のための透析を行う
ことを代理意思決定。

心肺停止・救急搬送

２カ月後に死亡されたとの
内容の診療情報提供書が届く看取り



遺族を交えたビリーブメントカンファレンスで見えた
意思決定支援に関わる医療者と遺族の思い

4時間の透析に
ベッドサイドで2年半
付き添って来たこと

医療者 妻

妻に負担をかけ
申し訳なかった。
罪悪感が残る。

負担ではなかった。
夫婦の大切な時間
良き思い出の時間

脳死状態での
透析実施について

医師は脳死状態で意識の
ない人に透析をすることは・・
と消極的で透析見合わせを提案

医師の意見も理解できたが
延命のための透析実施を選択

肺炎と診断され
入院を勧められるが
帰宅。
⇒翌日、心肺停止

入院しておいた方が良
かったのではないか。妻
も帰宅したことに後悔し
てるのではないか？

病院にいても家族や看護師も知ら
ない間に息を引き取っていたかもし
れない。後悔はなく、自宅でみてい
て良かった。



遺族からの手紙より抜粋



遺族からの手紙より抜粋

妻が代理意思決定



遺族からの手紙より抜粋

その後、2ヶ月間延命治療を受けた家族の心境の変化



脳死状態
での透析 見合わせを提案

ショック、
不安、悲しみ

感謝と覚悟へ

医師

家族 2カ月間の延命のため透析

様々な意思決定の場面において医療者と家族の思いには
相違がみられた。

気持ちを整理するための大切な時間



遺族を交えたビリーブメントカンファレンスの意義

遺族と多職種が共に振り返ることができれば医療者と遺族、立場の違う双方の
思いを汲みとった振り返りと評価を行うことができ、今後に活かすための意義
あるビリーブメントカンファレンスになるのではないか。

＊写真は参加者の同意を得たうえで撮影を行わせて頂いています。

私たちがどれだけ患者・家族により沿い、希望された
治療・ケアが提供できたかは振り返りなしでは評価できない



より良い治療・ケアの提供、意思決定支援へ

多職種

今後に繋げる
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